
焼却能力 ごみ焼却量 燃焼室ガス温度 集じん器
入口ガス温度

t/日 t ℃ ℃ ppm

１号炉 3,789.63 910～1,052 172～176 3～48

２号炉 5,214.44 1,058～1,250 171～176 0～27

600 １号炉 12,876.11 996～1,168 171～180 0～13

１号炉 6,926.29 875～969 170～171 0～3

２号炉 5,350.24 868～969 170～171 0～7

600 １号炉 719.35 1,072～1,144 170 5～156*

600 １号炉 1,970.42 966～1,064 151～161 5～22

１号炉 4,967.91 1,001 ～ 1,168 166 ～ 170 0 ～ 1

２号炉 15,357.80 967 ～ 1,155 167 ～ 172 0 ～ 33

３号炉 9,391.91 974～ 1,142 169 ～ 173 0 ～ 21

１号炉 8,044.87 1,019～1,232 167～169 0～35

２号炉 4,369.99 1,015～1,244 168～169 0～31

３号炉 4,184.88 1,094～1,335 164～168 0～22

１号炉 4,534.87 849～910 161～162 0～63

２号炉 4,947.54 876～922 159～161 0～33

200 １号炉 922.01 892～982 146～153 0～36

１号炉 8,246.56 934～1,147 148～152 0～23

２号炉 8,189.79 947～1,143 148～152 0～21

１号炉 7,063.19 916～1,230 161～163 0～3

２号炉 3,576.92 960～1,193 157～161 0～19

１号炉 3,787.75 880～1,032 155 0～1

２号炉 3,783.82 899～1,019 155 0～2

１号炉 9,201.67 907～1,021 172～174 0～5

２号炉 7,321.04 924～1,090 172～173 0～23

１号炉 6,581.96 958～1,165 169～171 0～38

２号炉 7,823.83 940～1,179 169～171 0～40

１号炉 5,902.27 981～1,138 157～167 4～23

２号炉 6,544.51 1,011～1,152 156～163 1～25

１号炉 4,291.48 884～1,017 168～190 0～48

２号炉 4,207.12 910～1,029 165～183 0～84

１号炉 3,440.45 909～1,072 143～164 3～41

２号炉 9,174.89 915～1,087 147～163 4～31

１号炉 7,540.77 865～1,051 156～168 0～24

２号炉 7,556.63 912～1,046 159～169 0～56

１号炉 8,581.70 942～1,023 156～164 0～44

２号炉 2,857.92 937～1,043 153～160 0～51

令和元年度　維持管理状況（3月1日～31日） ＜工場設置計器の測定結果＞
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千　歳

江戸川 600

墨　田

北

新江東 1,800

港 900

豊　島 400

中　央 600

板　橋 600

多摩川 300

足　立 700

品　川 600

葛　飾 500

杉並 600

注：大田清掃工場 第一工場、中防灰溶融施設、破砕ごみ処理施設は休止しています。

世田谷 300

大田 600

練馬 500



測定値が維持管理計画値を超過した（下回った）理由（＊）

① 墨田清掃工場　1号炉　令和2年3月25日(水)　17時

排ガス中の一酸化炭素濃度一時間平均値が156ppmを記録した。

立上げシーケンス完了後、徐々にCO濃度が上昇した。

燃焼空気量の調整等を行ったが燃焼が改善せず、維持管理値を逸脱した。

復旧の見込みが立たないため、焼却炉を立下げた。

令和元年度　維持管理状況（3月1日～31日）＜工場設置計器の測定結果＞より


